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 第 1 章では、光増感反応による心筋細胞の即時的な活動電位障害を調査するための in vitro モ
デルの作成に関する本研究の背景と目的を述べた。 











応中の酸素供給を改善した。In vitro と in vivo の比較のために、共通に用いることのできる電
位評価基準を設定した。 




り、作成した in vitroモデルを使えば光増感反応による in vivo活動電位に対する即時的な酸化
障害を検討できることを確認した。 
以上の結果は、工学、工業上、また医学、医療上寄与するところが少なくない。よって、本論文
の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について当該委員会で試問を行い、当該学
術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
